
回 2以上の自然数ηに対して,関数∫,2(■ )を
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巨コ 曲線ν=θ
α上を動く点 Pの時刻ιにおける座標を (π (t),ν (t))と 表し,Pの速度ベクトルと加速度ベク

トルをそれぞれサ=(弊 ,窃1)と 言=(1芸,弁
)と
する。全ての時刻ιで|サ|=1かつ

i等

|>0

であるとして,次の問いに答えよ。

(1)Pが点 (s,33)を通過する時刻における速度ベクトルサ をsを用いて表せ。

(2)Pが点 (s,ぴ )を通過する時刻における加速度ベクトル∂ をsを用いて表せ。

(3)Pが曲線全体を動くとき,1甘 |の最大値を求めよ。
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巨コη=0,1,2,・・・に対して

In=:≒
;21J12 

αηC″ di

とおく。ただし,0!=1と する。

(1)島 の値を求め,電 =1,2,・・・のとき島 と島_1の関係式を求めよ。また,これらを用いて為 の

値を求めよ。

(2)0≦ α≦2に対してca≦ c2であることを利用して,次の不等式を示せ。
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(1)不等式

10g(π +1)<Sn<1+logη
が成 り立つことを示せ。

(2)一般に数列{cぉ }に対して,△銘=cた+1-Q(た =1,2,・・・)と おく。数列{αん}と {bた}に対して,

れ-1                   "-1

Σαん△bん =αれ―αlbl― Σbん+1△αた
た=1 た=1

れ-1

が成り立つことを示せ。また,IΣ〕た義=
ん==1
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/    1ヽ

t乱
―うりP(2)となる2の整式P(2)を求めよ。

1覆
漁可忍魏-10g可

が成 り立つことを示せ。

１

一
２

＜

:    _

(|〕 〈計■1〉
(2003-5)

lL3--'h-lhr+l

五図ハ〕。

,「

1+巌 く二十

(ュ)く吉』コ朝1).
1機・ヽ Flatム鰈‐` ′ ■` l

r^
いっく 。

さ
尋1偽

(膿1~上 )

=at(ムヘ~ゑ 1)牛 Q｀ (13~1^2)

キQ・3(ふ 4-■1)+

4 aに■(.ム■‐い」λlい―l)
a~α

lム 1+■■〔Ql~a`)・
'は

3((kユ
~Qヽ3)

Ⅲ…キムロ(ah_ューaぃ _1)

十oぃ_1ム..

- !,^(4"- or,-,) * o*0^*.

01ミ ー ー  h■ h

〔ム
"1〕

1キ

1く

 S..

‐Iムい )く ふ。

、
Ｔ

ｓヽ

ｎ
ェ
ト

゛国た

:

d
1

宋

ｎ

　

　

ｉ

ｒ
ヽ
リ<

颯
ｎ
肱↓“

Ｑ十饂４螺
Ｌ
、
ト

一
４
路

ｎ
い一■

象
θ

４
議鳩

ｎ
Ｖ

ヘ

ユ
　
　
ヽ
１

Ｔ〓
ト

一
ー
ル

ｎｕ一色

に′
Ｑ４嗜

Л
“

卜■
ト

一颯

ｎ
μⅥ

ａ■
′
ルＧ

（一ヽ

ｎ
や
ム

争ら2

′    、 ■

くLJLα卜1に 11

h  i
↑ _ミ

」
“
 `

■'ユ ^

1

ム h

■

n

〈

1

ヽ

く一■
．
　
　
ι

■
，

n

卜此+い

-' - ,s. .< l*.1+"

-h(x1r)<sn< l+,.h,
■P 、
0ヽつ ｀

1■

:)2

■―t                     h」 ^

fミ
aヽ 4ムと` aぃに―aュ 1理

lλ
伸へat



(a)ふ飛t.

係キraヽし7t雪で。1れメt

at,st_4焦業
コヽド`く。

4■■=乍
『

」
.

ム静―■■2慣
.

、L嫌‐■1・
」≦

:響
h22で °

三
tt・

,れ 9ヽr九一St・ιl― :嫌(△鎌.

=ふ。仏1・
≦二」

)一 |.ム :

―
:(ム

キ準り
)告

=「ぃ・ム(・
ぃ (lA― l)

■

い
●h

4
メ入t

(a)ln4'1卜 ,キ『
｀
1.).

1lt st=〔 魚4)二年ユ
争蠣         ユ

ぃ≧Lτ」 .

卜
it.st=F.―

す
二t卜

‐
'‐

/"5 (n*r; ( Sn ( tr* .t,e'"

■、マ". m≧ 2ざ .

メL卜 いく」ムネC酬)

7`めで｀

(3・)

2

hc百珂丁
~

(|,7り .

″
′υヽ

ムいくsh〈 トム h・

_碁 41ネいく魚―+く ++ム h.

―.く sr4・・-1小 hく 碁

R【
｀ヽ

一

■
・

響

「

Ｈ
Ｔ
＝

: 今ヽ1

⊥
神

ロ
ミ十

ｒ

ｉ

ｌ

ヽ

ｎ
欺´

‘
ユ⊥「

ん“ェ
■

一ム一

■
，
（い

０
，

ｒ
・ｌ
ヽ

_.              1

ヽ`、一碁くTぎ、51卜
・St―ムk〈 +

=― ム

{"(u -r)

n
P■

r^
い ｀ 、

ｔ
ロ
ェ
ロ

Ｉ

Ｔ一ヽ
へ
Ｔ

”
ミ
「

lπ覆養=下三|い ―ヽん路ИIくキ́
ロ

`

2″ ミ
ユ

ｌ
ｌ
υ

■
●

ミt.ふ ■主ん、49.ユ・■」
`  1 ヽ 1.′   .、

一T・ Tいしu-1)
言繭 it41,R諄曖ぃ、.1ざ ta早

`同
趣 _

(2)の らユ可鳳Rr式 暴1・く11+1び
1

暑rtttttず o卜 _

―ム1。
,h

И〔い-1)

、
Pri」 、=三lムL翌

、 t l｀ ▼
'′      ユ、   ~

2

―十ト



巨コ次の問いに答えよ。

(1)全ての正の実数 2,ν に対して,不等式
■10gα ―■log ν―″+ν ≧0

が成り立つことを示せ。ここでlogは自然対数を表す。

(2)a,bは実数でα<ろ とする。関数∫(″)と ,(2)は閉区間 lα,blで正の値をとる連続関数で

ガ√(Z)山 =イク(2)あ
を満たす。このとき,不等式

∬∫(・ )10g∫ (・ )α″≧ガ∫(π )10g g(・ )あ

が成り立つことを示せ。

(3)1,ら は実数でα<bとする。閉区間 [α,blで正の値を取る連続関数∫(z)に対して正の実数ν を

y=∴ガ∫(2)あ
とする。不等式

.     ′b

ri「肩1∫ (C)10g∫ (2)あ ≧M10g M

が成り立つことを示せ。
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□ 正の実数αの3乗根 y石 を近似することを考える。与えられた2以上の整数pに対して関数∫(2),θ (■ )

を

―
―
、，と

√(″)=cP_αノー3

θ(・)=ω―帰
。ここでノ

′
(″)は ノ(z)の導関数である。次の問いに答えよ。

(1),(″ )-7τ は

」レ)_7τ =(._7τ)2× :甥:姿妻
の形で表されることを示せ。

(2)p=2とする。このとき,9(■)― 1偏 は

蜂)_√ =(″ _n3× 霧号;懸
の形で表 されることを示せ。

(3)α =9,p=2とする。2<0/び <2.1に注意して,不等式

0<経ク(2)<蒜
が成り立つことを示せ。また,75を小数第 3位 まで求めよ(す なはち,小数第 4位以下を切り捨
てよ
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L」 関数√(■)=:απ3+(a+b)″2+(b+1)″ を考える。

(1)関数ノ(″)が常に増加するためのα,ら の条件を求め,その範囲をαb平面上に図示せよ。

(2)α =0の時,関数ノ(■)が κ>-1に おいて常に増加するためのうの条件を求めよ。

(3)関数ノ(■)が ″>-1に おいて常に増加するためのα,bの条件を求め,その範囲をab平面上に図
示せ よ。
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国
‖F[]と黒塁3‐

lillム

ノ(■)==C"― (1+― κ―■:χ
2)

 ヽ       4  /
とおく。0く 2<1においてはoく √(″)<.3が成り立つことを示せ。また

だ:I:も
η2∫

(;:):=0
を示せ。必要であればe<3を使ってよい。

(2)関数ク(")=erを考える。区間0≦ ″≦1を η個の小区間に等分して,各小区間を底辺,小区間
の左端の点における関数 g(″)の値を高さとする長方形の面積の和をκれとする。2→ ∞ のとき

が|√

19(3)山
一蛇|

|ノo           l
が有限の値に収束するような最大の自然数たとそのときの極限値を求めよ。
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η   L

□ηを自然数として,∫(C)=Σ等とおく。

(1)″ <1において, ノ(")=-10g(1-″ )― プ。
「

再洸
が成り立つことを示せ。ここで,logは自然対数を表す。

(2)lπ l≦ :と
するとき,次の不等式が成り立つことを示せ。

i″≧0において,」″∴洸≦器:島
l ′●
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|

洸 |≦
|~

|″ lη

+1

iii l∫ 0-ノ (―″)-1∝響導|≦ 昇丼場
(3)こ の不等式を用いて,log 2の近似値を誤差が

1[雨
以下となるような分数で求めよ。
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98 以下の問いに答えよ。

1

(1)関数 ν= ;6g;r はχ>1に おいて単調に減少することを示せ。

(2)不定積分/頁i誕

=ァ

あを求めよ。

(3)2を 3以上の整数とするとき,不等1式
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国 2を 自然数とする。″,υ が全ての実数を動くとき,定積分

!o' t"rot nnt) - at - y)'dt

の最小値をLと おく。極限 hmム を求めよ。
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極]π を2以上の自然数,cを 自然対数の底とする。

(1)方程式″ε“―πcω +m=0を 満たす正の実数 2の値はただ 1つであることを示せ。また,その値

を cと するとき,鶴 -1<c<π となることを示せ。

(2)″ >0の範囲でノ(″)=t戸言は″=cで最小となることを示せ。
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